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事業者名 株式会社　土井組

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

CO2等の温室効果ガスの排出量を削減し、環境保護と経営を両立させ、性別や国籍に関係なく一人一人が活躍でき
る企業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する
場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時（3年
後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指
標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

排出CO2を削減する
CO2排出量（年間）
２０２３年度【R5.4～R6.3】304t-CO2→
２０２６年度【R8.4～R9.3】290t-CO2

社会

経済

環境

女性技術者及び現場作業員を増やす
女性技術者数
２０２３年度【R6.9】1人
→２０２６年度【R9.9】4人

社会

経済

環境

特定技能外国人を増やす
特定技能外国人数
２０２３年度【R6.9】5人
→２０２６年度【R9.9】8人

社会

経済

八代河川国道事務所管内における災害時応急対策工事に関する基本協定を八代河川国道事務所と締結している。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

２０２３年度【R5.4～R6.3】304t-CO2

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

排出CO2を削減する
CO2排出量（年間）
２０２０年度【R2.4～R3.3】279t-CO2→
２０２３年度【R5.4～R6.3】260t-CO2

前期より施工件数が増加し、それに伴い使用燃料も増加し
た為目標未達成となった。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

女性技術者数
２０２０年度【R3.9】1人→
２０２３年度【R6.9】4人

前期の指標に対する実績

女性技術者を増やす

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

高校生対象の建設企業説明会に積極的に参加し当社の
PRを行ったが、結果に結びつかず目標未達成となった。

三側面
（分野に☑）

国籍を問わない雇用を行った結果、目標達成となった。 ２０２３年度【R6.9】5人

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

２０２３年度【R6.9】1人

特定技能外国人を増やす
特定技能外国人数
２０２０年度【R3.9】0人→
２０２３年度【R6.9】3人

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


